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第Ⅵ章　関 連 遺 跡
1 経ヶ峰窯跡
A 概　　　要
佐渡市国分寺字東片98他にあり、窯体は現国分寺東側に広がる谷の西側斜面に位置する。昭和初年頃、
開田の際に発見され、平成8年、真野町教育委員会により窯体2基の調査が行われた。1号窯跡は遺存長
約5.5m、最大幅約1.8m、焼成部の傾斜約20度を測る。焼成部上半は削平されているが、床面から奥行
30cm前後、高さ5～10cm前後の段が7段検出され、窯体内部には砂の堆積が認められた。燃焼部は未
掘である。調査時の写真では、掘り込みが浅く地上式に近い窯体構造と推察される。
B 遺　　　物
地主の相田与兵衛氏によって採集された瓦28点が佐渡博物館に保管されている。融着した丸瓦がある
ことから窯出土資料と判断した。軒丸瓦は1・2・3B・4A・5A・9・15B・17A・18型式がある。
15型式（233）は小泊窯跡群で出土するものと同系統である。軒平瓦は、203・208・209A・209B・
210A・210B・212型式がある。212型式（240）はフスベ窯跡出土瓦と同系統の文様だが、文様が太
く凸面に円弧状の縄叩きが施される点が異なる。
平成8年の発掘調査では、平箱で約22箱の遺物が出土した。軒丸瓦は1・3・4・5B型式、軒平瓦は
202B・209A・210型式がある。丸瓦、平瓦は、主に窯体内で焼台に転用されていたものである。丸瓦
は薄く全長33cm前後のものが多い。平瓦には全長33cm前後のものがある。凸面叩きは全て縄叩きで、
円弧状のものが多いが、横位に叩くものや中央に向かって左右から叩き占めるものがあり、幾つかのパタ
ーンが混在する。出土遺物は全て瓦であることから、瓦専業窯と理解される。
2 小泊窯跡群
A 概　　　要
佐渡国分寺跡から南西に11km離れた小佐渡丘陵西端の海岸段丘上にあり、23地点で窯跡が確認され
ている。1地点に複数基存在するところもあり総数は100基を超えると考えられる［坂井1989］。他に
製品積出港（小泊港）や、集積地（岩の上遺跡）と推定される地点がある。昭和29年にカメ畑窯跡［本
間・椎名1958］、平成5～7年に範囲確認調査［戸根ほか1994・木村ほか1995、1996］、平成10～11
年にフスベ窯跡［川村2000］、平成13～16年にカメ畑窯跡の調査［川村2005、2006］が行われた。
窯体構造は、いずれも遺存長約7m前後、最大幅2m前後を測り、焼成部傾斜角は20度未満である。
製品は、越後を中心とする日本海沿岸の遺跡から出土し、古代末期における広域流通の実態を示すもの
として注目される。
出土量に占める瓦の比率は少なく、須恵器生産が主体であったと考えられる。しかし、多くの地点で瓦
出土が報告されているため、一定量の瓦生産を行っていたものと推測される。昭和初年頃、池の平、栗の
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木沢窯跡では瓦が多く散布したという報告［諸田1928b］があり、これらの地点は瓦主体の生産を行っ
ていた可能性があるが、開田により大幅に地形が改変されているため、詳細は不明である。
B 遺　　　物
軒瓦を中心に図示した1）。また、実年代の目安として各窯跡出土の須恵器食膳具を掲載した（図版34）。
栗の木沢窯跡（156～164） 軒丸瓦は、13型式（244）、15若しくは17型式（156）がある。軒平瓦
は202a型式（157・245）、212c（158）がある。平瓦凸面は離れ砂が顕著で叩きが識別できないものが
多いが、細かい格子叩き（163）、縄叩き（161）を施すものが確認できる。横位の叩きを施し扁平な160
は、道具瓦（熨斗瓦）の可能性もある。164は昭和56年に採集された丸瓦で、出土地点は不明である。
凸面に縦位の削りを施す。
カメ畑窯跡（165～174） 軒丸瓦は13B型式（165）が確認出来る。瓦当径13.4cm、中心厚1cmと
小型で薄く、丸瓦を瓦当外面に接合する。瓦当下半の側面には格子叩きと思われる痕跡が残る。軒平瓦は
217型式（166）が確認出来る。范の押し込みが変則的で、通常と逆に凹面に顎があるように見える。丸
瓦（167～169）は凸面に縦位のケズリが施される。平瓦凸面には目の粗い離れ砂が見られ、平行叩き
（171・173）及び目の粗い格子叩き（170）がある
フスベ窯跡（174～179） 4基の窯体が検出され、400箱以上の遺物が出土しているが、瓦の出土量
は20箱に満たず、軒丸瓦は出土していない。174は軒平瓦212B型式で縦位の縄叩きを施す。49と同范
である。丸瓦は出土点数が少ない上に小片が多く、1点のみ図示した。平瓦の叩きには、格子（176・
177・178）、縄（179）がある。
B 遺　　　物
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1） 多くは未整理であり、必ずしも実態を反映していない可能性があることを、おことわりする。
第10図　小泊窯跡群分布図
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4　宮田窯跡 
5　杢田谷地窯跡 
 
 
11　藤畑窯跡 
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13　K－402窯跡 
14　K－414窯跡 
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 8　K－344窯跡 
 9　カメ畑窯跡 
10   堂の上窯跡 
 
16　K－59窯跡 
17　南のそで窯跡 
18　江の下窯跡 
19　フスベ窯跡 
20　栗の木沢窯跡 
 
 
21　池の平窯跡 
22　後谷地窯跡 
23　垣の内窯跡 
24　高畑窯跡 
25　乃木輪窯跡 
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27　岩花窯跡 
28　松倉窯跡 
29　新畑窯跡 
30　亀川窯跡 
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※ 29・31・32 は地点不明 
瓦出土地点 
